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Abstract 
Makeup is an important dress for women, and is an important form of self-expression. The present study examined the 
effects of pink and blue makeup on self-cognition and gender-related choice among female college students. We 
hypothesized that female participants would perceive themselves more feminine and choose feminine things when they 
applied pink makeup than when they applied blue makeup. In the experiment, Japanese female college students were 
applied pink or blue makeup. Then participants completed a gender-related self-rating scale, and then chose which one they 
wanted feminine things or masculine things. Results showed that among participant in blue condition, frequency to makeup 
in everyday life predicted the gender related choice: the more frequently they do makeup, the more they chose feminine 
things. We discussed the role of makeup color on the feeling and gender-related self-cognition for women. 
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であり、その着用者に自己認知や判断などの変化をもたらす（Adam & Galinsky, 2012; Stone, 1962)。着
















































































間は 3 分程度であった。 
化粧終了後に、化粧をした自分の姿を鏡で確認する時間を 20 秒ほどとった。ただし、実際に実験






















男性・女性らしい物の選択 好みを調査するという名目で、男性らしい物の写真 10 枚（例：万年
筆、リュックサック）と、女性らしい物の写真 11 枚（例：リボン、ぬいぐるみ）の収められたファイ




















常で化粧をしますか」）については、得点を逆転化処理したうえで z 得点化し、要因として用いた。 
 
Table 1. 普段の化粧行動に関する質問についての記述統計量 
 
 
また、好きな化粧の色については、1 番目に挙げたものは、ピンク系（9 名）、ブラウン系（7 名）、
オレンジ系（4 名）ブルー系（1 名）、であり、ピンクが最も選択されていた。2 番目に挙げたものは、












4.3.  男性・女性らしい物の選択 
男性らしい物の写真 10枚と女性らしい物の写真 11枚の計 21枚から、欲しいものと好きなものをそ
M SD
1:よくする 2:まあする 3:あまりしない 4:全くしない








2（9.5%） 16（76.2%） 3（14.3%） 0（0%）
1:薄い 2:やや薄い 3:やや濃い 4:濃い
7（33.3%） 11（52.4%） 3（14.3%） 0（0%）
1:とてもある 2:ややある 3:どちらでもない 4:あまりない 5:全くない










れぞれ 4 つ選ばせた。そこで、選んだ 4 つのうち、女性らしい物が何個含まれているかを算出し、女
性的な物の選択数として従属変数とした。欲しいものの選択数と好きな物の選択数のそれぞれを従属
変数とした、条件、化粧の頻度の主効果と交互作用を投入した一般線形モデルによる分析を行った。







Figure 1. Feminine choice as a function of color and familiarity. 
 
4.4. 気分の変化 
ポジティブ感情 4 項目（事前 α＝.59、事後 α＝.83）、ネガティブ感情 8 項目（事前 α＝.89、事後 α
＝.90）、それぞれについて合算平均を算出した。ポジティブ感情とネガティブ感情それぞれの事前・
事後得点を従属変数とした、測定時点（事前 vs.事後; 参加者内）×ベイレンス（ポジティブ vs ネガ
ティブ; 参加者内）×色条件（ピンク vs.青; 参加者間）×化粧の頻度（連続量）の一般線形モデルに
よる分析を行った。その結果、ベイレンスの主効果（F(1, 17) = 44.20, p<.001）、測定時点×条件の交














Figure 2. Mood scores as a function of valence, color, and time. 
 
4.5. 今回の化粧に対する印象 
















Table 2. 各実験条件における化粧に対する印象 
  ピンク 青 
 
  M SD M SD T 
現在の化粧についてどのような印象を持ちましたか 
（1：とても好き－5：まったく好きではない） 
2.27 0.47 3.40 0.84 3.74** 
現在の化粧はどの程度ですか 
(1：薄い－4：濃い） 
2.18 0.75 2.60 0.84 1.20 
現在の化粧を普段でもやってみたいと思いますか 
（1：やってみたい－5：やりたくない） 
2.09 0.54 3.70 0.68 6.06*** 
**:p<.01, ***:p<.001 
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注 
（1） 本研究は科学研究費補助金の補助を受けた（若手研究（B）課題番号 JP15K17255）。本研究は、平成 28 年度の清泉女学
院大学の橋原幸路さんの卒業論文のデータを再分析したものである。本研究の一部は日本社会心理学会第 58 回大会（於：広島
大学）にて発表された。 
（2） 男性らしい物、女性らしい物の選定にあたっては、事前に女子大学生 6 名に対する予備調査を行った。男性らしい、女
性らしいと想定される物（雑貨、洋服、食べ物、ネイル、部屋のカテゴリに分類した）の画像 100 個のリストを呈示し、それ
ぞれに対して、SD 法を用い、「ボーイッシュ － ガーリー」「かっこいい － かわいい」「クール － キュート」「男の子っぽい 
－ 女の子っぽい」を 5 件法（得点が 1 に近いほど男性的、得点が 5 に近いほど女性的）で回答してもらった。その結果、すべ
ての項目について男性らしさの極（ボーイッシュ、かっこいい、クール、男の子っぽい、得点は 3 以下）に近い物を男性らし
いものとして 10 個選定し、すべての項目について女性らしさの極（ガーリー、かわいい、キュート、女の子っぽい、得点は 4
以上）に近い物 11 個を女性らしい物とした。 
（受付日：2018 年 2 月 15 日） 
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